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高結晶性グラファイトを用いた熱輸送部材の開発 
機関名：

プロジェクト概要

2021年12月～継続中

【目的】 【内容】

　精密な電子機器や発熱密度の高い装置に用いられる
金属筐体および、ヒートシンクやラジエーターなどの
金属放熱部材や構造材の熱輸送性向上と軽量化を実現
するため、高結晶性グラファイトを金属に内蔵した熱
輸送部材の開発を行う。
　現在用いられている構造材や放熱部材は、放熱性・
重量のバランスを取るため、鉄や銅などを組合せた構
造となっている。そこで、研究目標として、熱伝導率
は少なくとも鉄（83 W/m・K）の３倍以上で、銅

（394 W/m・K）を 超 え る400 W/m・K以 上 を、か
つ、比重は鉄（7.9 g/㎝3）の半分程度である4 g/㎝3

以下を実現する熱輸送部材の開発を目指す。 

① グラファイトと金属の接合性確認
　グラファイトと金属を接合し、電子顕微鏡により接

合面を観察し、密着できる金属の抽出を行う。
② グラファイトの金属内蔵部材化検討
　グラファイトの形態・形状を確定し、金属でグラ

ファイトを覆い、試験片を作製する。
③ グラファイト内蔵部材の性能評価 
　作製した試験片の特性を測定し評価する。また、宇

宙空間での利用を想定した各種試験を実施し、耐性
評価を行う。
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